
 

　
山
村
国
際
に
は
、
こ
の
他
に
も

多
く
の
部
活
動
が
あ
る
。
ま
た
、

文
化
祭
実
行
委
員
や
よ
さ
こ
い
鳴

子
連
に
参
加
す
る
な
ど
の
チ
ャ
ン

ス
も
あ
る
。 

■
運
動
部 

剣
道
部
／
居
合
道
部
／
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
部
／
陸
上
部
／
サ
ッ
カ

ー
部
／
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
／

野
球
部
／
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
／
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
／

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
／
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
／
ダ
ン
ス
部 

■
文
化
部 

書
道
部
／
英
語
部
／
イ
ラ
ス
ト
部

／
茶
道
部
／
映
画
研
究
部
／
調
理

部
／
写
真
部
／
生
物
部
／
放
送
部

／
福
祉
部
／
華
道
部
／
軽
音
楽
部

／
吹
奏
楽
部
／
吹
き
矢
部
／
マ
ジ

ッ
ク
研
究
部
／
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

同
好
会 

Challenge  Cosmos  Communication

がんば
れ中学

生 

　
よ
う
こ
そ
山
村
国
際
高
等
学
校
へ
。
わ
た
し
た
ち
は
中
学
生

の
皆
さ
ん
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。
山
村
国
際
は
、
皆
さ
ん
の

活
躍
で
き
る
場
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動
、

文
化
祭
、
体
育
祭
、
学
習
…
…
。
高
校
は
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ

で
す
。
様
々
な
場
面
で
あ
な
た
の
情
熱
を
燃
や
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
輝
く
ス
テ
ー
ジ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

未来を切り開くCのチカラ 未来を切り開くCのチカラ 

             

　
山
村
国
際
の
名
を
全
国
に
広
め

て
い
る
の
は
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部
だ
。
今
年
一
月
、
千
葉
県
の

幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
第
36
回

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会
で

は
、
見
事
「
金
賞
」
の
栄
誉
に
輝

い
た
。
七
月
に
は
、
三
重
県
伊
勢

市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
埼
玉
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
。 

　
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
強
さ

は
圧
倒
的
な
練
習
量
に
あ
る
。
毎

日
の
厳
し
い
練
習
と
コ
ー
チ
陣
の

的
確
な
指
導
が
全
国
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
い
る
理
由
だ
。
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
は
今

年
で
15
回
目
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る

全
国
常
連
校
と
し
て
、
そ
の
地
位

を
不
動
の
も
の
と
し
た
。 

 

　
最
近
、
急
速
に
実
力
を
つ
け
て

い
る
の
が
ダ
ン
ス
部
で
あ
る
。 

　
八
月
の
高
校
生
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
09
夏
で
は
、
準
優
勝
を
受
賞

し
た
。
本
校
の
Ｏ
Ｇ
で
も
あ
る
原

田
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
、
三
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
振
付
・
構
成

を
行
っ
た
。 

「
チ
ー
ム
の
団
結
力
が
入
賞
で
き

た
要
因
」
と
原
田
コ
ー
チ
は
振
り

返
る
。 

　
ま
た
同
部
は
、
埼
玉
県
高
体
連

の
ダ
ン
ス
合
宿
に
参
加
す
る
な
ど

精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

（1）　中学生応援号 紫　　藤　　通　　信 平成21年（2009年）発行 
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平
成
二
十
一
年
四
月
、
山
村
国

際
高
校
に
野
球
部
が
創
設
さ
れ
た
。

部
員
は
皆
、
一
年
生
。
中
学
校
時

代
の
経
験
者
三
人
と
未
経
験
者
三

人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
人
の
計
七

人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
人
数

は
少
な
い
が
、
ハ
ン
デ
と
な
ら
な

い
よ
う
、
校
内
の
グ
ラ
ン
ド
や
屋

上
で
基
礎
練
習
と
体
力
作
り
に
励

ん
で
い
る
。
週
に
四
日
間
は
、
パ

イ
オ
ニ
ア
野
球
部
の
練
習
グ
ラ
ン

ド
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ノ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
、
技
術
的
な
練
習

を
開
始
し
て
い
る
。 

　
来
年
五
月
に
は
専
用
グ
ラ
ン
ド

が
完
成
予
定
で
あ
る
。
広
い
グ
ラ

ン
ド
で
練
習
が
で
き
る
こ
と
を
待

ち
わ
び
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
私
に
も
夢
が
で
き
た
。
甲
子
園

に
連
れ
て
行
く
と
い
う
夢
。
大
き

な
夢
で
は
あ
る
が
、
自
分
が
叶
わ

な
か
っ
た
甲
子
園
出
場
を
選
手
達

に
託
し
た
い
。 

　
そ
し
て
、
高
校
野
球
を
通
じ
て
、

選
手
達
が
謙
虚
さ
や
素
直
さ
、
感

謝
の
気
持
ち
、
責
任
感
や
協
調
性
、

忍
耐
力
、
闘
争
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た

い
。
多
く
の
方
か
ら
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
、
選
手
達
と
一

緒
に
焦
ら
ず
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

　
（
野
球
部
監
督
　
伊
藤
　
剛
） 

　
学

習

編 

Ｑ
　
高
校
の
勉
強
は
難
し
く
な
る

と
聞
い
た
の
で
す
が
？ 

Ａ
　
急
に
難
し
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
小
・
中
学
校
で
習

っ
た
こ
と
の
う
ち
、
特
に
大
切
な

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
進
ん
で
い

き
ま
す
。 

 

Ｑ
　
授
業
を
受
け
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
　
高
校
で
は
授
業
を
き
ち
ん
と

理
解
し
な
い
と
学
力
が
な
か
な
か

身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
「
予
習
↓
授

業
↓
復
習
」
を
く
り
返
す
こ
と
が

大
切
で
す
。 

　
ま
た
年
間
を
通
し
て
計
画
的
な

学
習
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

年
間
学
習
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
が

示
さ
れ
ま
す
。 

 
Ｑ
　
家
で
は
ど
れ
く
ら
い
勉
強
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
般
に
は
「
学
年
＋
２
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
一
年

生
の
場
合
は
、
１
＋
２
＝
３
と
い

う
こ
と
で
、
三
時
間
の
家
庭
学
習

が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

Ｑ
　
山
村
国
際
高
校
を
受
験
す
る

た
め
に
ど
ん
な
勉
強
を
し
た
ら
よ

い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
　
高
校
の
学
習
は
基
礎
学
力
の

上
に
成
り
立
ち
ま
す
。
基
本
的
な

こ
と
を
大
切
に
勉
強
し
て
下
さ
い
。

入
試
に
つ
い
て
は
説
明
会
で
傾
向

と
対
策
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
　
テ
ス
ト
は
年
間
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
定
期
試
験
４
回
、
実
力
テ
ス

ト
３
回
、
そ
の
他
漢
字
力
テ
ス
ト

７
回
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
　
塾
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
す

か
？ 

Ａ
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
全
コ
ー

ス
と
も
放
課
後
補
習
や
土
曜
セ
ミ

ナ
ー
、
特
別
進
学
コ
ー
ス
は
７
〜

８
時
間
目
の
授
業
、
土
曜
特
別
講

座
、
夏
季
補
習
・
授
業
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
上
手
に
活
用
す
れ
ば
学

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
生

活

編 

Ｑ
　
勉
強
と
部
活
動
は
両
立
で
き

ま
す
か
？ 

Ａ
　
限
ら
れ
た
時
間
内
で
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
授

業
や
家
に
帰
っ
て
か
ら
の
集
中
力

が
大
切
で
す
。
部
活
動
を
頑
張
る

生
徒
は
、
勉
強
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
早
稲
田
大
学
合
格
の
先
輩
は

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
や
放
送
部

で
三
年
間
活
躍
し
た
人
達
で
す
。 

 

Ｑ
　
特
別
進
学
コ
ー
ス
希
望
で
す

が
部
活
動
は
で
き
ま
す
か
？ 

Ａ
　
授
業
や
補
習
の
関
係
で
活
動

時
間
や
活
動
日
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で

活
動
し
て
い
る
先
輩
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。 

 
Ｑ
　
校
則
は
厳
し
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
「
高
校
生
ら
し
い
生
活
」
を

送
る
た
め
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
が

校
則
で
す
。
決
し
て
厳
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
服
装
や
頭
髪

指
導
は
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

Ｑ
　
ア
ル
バ
イ
ト
は
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

Ａ
　
一
年
次
は
禁
止
で
す
。
二
年

次
以
降
は
、
状
況
に
よ
り
許
可
さ

れ
ま
す
。 

 

Ｑ
　
携
帯
電
話
は
許
可
さ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

Ａ
　
持
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
校
地
内
で
は
使
用

禁
止
で
す
。
ま
た
電
源
は
切
っ
て

お
き
ま
す
。 

 

Ｑ
　
部
活
動
は
何
時
ま
で
や
る
の

で
す
か
？ 

Ａ
　
す
べ
て
の
部
の
終
了
時
間
は

６
時
30
分
ま
で
で
す
。
７
時
に
は

完
全
下
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
２
便
も
出
発
し
ま
す
。 

 

Ｑ
　
山
村
国
際
に
食
堂
は
あ
り
ま

す
か
？ 

Ａ
　
食
堂
は
毎
日
営
業
し
て
い
ま

す
（
お
昼
の
み
）
。
人
気
メ
ニ
ュ

ー
は
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
パ
ン
販
売

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
販
売

機
も
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
　
学
校
生
活
で
生
徒
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
こ
と
何
で
す
か
？ 

Ａ
　
生
徒
が
企
画
し
運
営
さ
れ
る

文
化
祭
で
す
。
体
育
祭
で
は
ク
ラ

ス
が
団
結
し
て
い
く
よ
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

来たれ！野球部員 
平成22年5月専用グランド完成予定 

進学率は92.2％ 

平成21年（2009年）発行 紫　　藤　　通　　信 中学生応援号　（2） 



進路実績 

全
　
体
 

特
別
進
学
コ
ー
ス
 

浪人9.1％ 短期大学2.3％ 

四年生大学 

88.6％ 

浪人2.5％ 
留学・その他2.2％ 

就職2.2％ 

四年生大学 

50.9％ 
短期大学 
19.5％ 

専門学校 
22.7％ 

  

二
〇
年
度
の
進
路
実
績
（
現
役

生
の
み
）
は
、
四
年
制
大
学
51
％
・

短
期
大
学
20
％
・
専
門
学
校
23
％
・

就
職
者
２
％
・
浪
人
２
％
・
留
学

そ
の
他
２
％
だ
っ
た
。
（
小
数
点

以
下
略
）
こ
の
結
果
を
、
過
去
の

実
績
と
比
較
し
て
み
る
と
、
四
年

制
大
学
へ
の
進
学
者
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
四
年
制
大

学
の
合
格
校
も
、
中
堅
校
以
上
の

い
わ
ゆ
る
難
関
校
へ
の
合
格
者
と
、

国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
が
大
幅

に
増
え
て
き
た
。
今
年
度
の
進
路

目
標
と
し
て
以
下
の
３
点
を
掲
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

（
一
）
職
業
・
資
格
・
上
級
学
校

に
つ
い
て
知
る 

  

特
に
一
・
二
年
生
へ
の
指
導
を

重
点
的
に
行
う
。
具
体
的
に
は
、

①
ク
ラ
ス
に
お
け
る
進
路
学
習
で
、

職
業
や
資
格
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス

ト
や
ビ
デ
オ
等
を
使
っ
て
学
習
す

る
。
②
各
分
野
の
専
門
家
を
招
い

て
、
講
演
や
模
擬
授
業
や
体
験
学

習
を
定
期
的
に
実
施
（
こ
れ
ま
で

に
入
学
時
・
夏
休
み
前
、
二
年
生

夏
休
み
前
14
講
座
）。
③
毎
月
体

験
学
習
（
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
）
を

実
施
（
こ
れ
ま
で
に
、
公
務
員
講

座
・
接
客
マ
ナ
ー
講
座
・
美
容
メ

イ
ク
・
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
実
習
を
開

講
）。
大
学
の
説
明
会
を
校
内
で

実
施
（
こ
れ
ま
で
に
、
山
村
学
園

短
大
・
東
洋
大
学
・
東
京
電
機
大

学
・
十
文
字
学
園
女
子
大
学
を
招

聘
）。
④
一
・
二
年
生
特
進
ク
ラ

ス
の
生
徒
を
対
象
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
バ
ス
ツ
ア
ー
（
早
稲
田
大
学
・

東
京
大
学
）
を
実
施
し
た
。 

（
二
）
中
堅
大
学
（
日
東
駒
専
レ

ベ
ル
）
の
合
格
者
を
増
や
す 

  

今
年
度
は
、
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
を

31
講
座
、
夏
期
校
内
セ
ミ
ナ
ー
を

35
講
座
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
の
中
に
『
受
験
○
○
』
と

銘
打
っ
た
講
座
に
お
い
て
、
一
般

受
験
の
指
導
を
集
中
的
に
実
施
い

て
お
り
、
目
標
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。 

（
三
）
国
公
立
・
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

の
合
格
者
を
増
や
す
（
学
習
院
・

明
治
・
青
山
学
院
・
立
教
・
中
央
・

法
政
）
　    

　 
  

三
年
間
の
実
績
だ
が
、
二
〇
年

度
に
増
加
し
た
こ
と
が
分
か
る
と

思
う
。
こ
れ
は
、
二
〇
年
度
生
が

入
学
し
た
３
年
前
か
ら
こ
の
目
標

を
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が

出
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

数
値
を
昨
年
度
以
上
に
上
げ
て
行

く
こ
と
を
、
３
つ
め
の
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。 （

進
路
指
導
部
）  

 《
主
要
大
学
合
格
数
》 

（
過
去
３
年
分
延
べ
数
）  

　

◎
国
公
立
大
学 

 

群
馬
１
／
埼
玉
３
／
電
気
通
信
１

／
富
山
県
立
１
／
前
橋
工
科
１
／

山
口
１
／
防
衛
大
学
校
１
／ 

 

　

◎
私
立
大
学 

 

青
山
学
院
１
／
学
習
院
１
／
東
京

理
科
３
／
津
田
塾
４
／
中
央
２
／

法
政
10
／
明
治
３
／
立
教
２
／
早

稲
田
２
／
國
學
院
１
／
駒
澤
２
／

埼
玉
医
科
４
／
芝
浦
工
業
２
／
女

子
栄
養
３
／
成
蹊
３
／
専
修
２
／

創
価
１
／
東
京
女
子
４
／
東
洋
20

／
獨
協
３
／
日
本
15
／
日
本
獣
医

生
命
科
学
１
／
武
蔵
４
／
明
治
薬

科
１
／
他
多
数 

進学率は92.2％ 進学率は92.2％ 
国公立、難関私大にも合格者 

国公立 

1名 

　 

8名 

ＧＭＡＲＣＨ 

  2名 

10名 

16名 

 

18年度 

19年度 

20年度 
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※学校説明会、個別相談会ともに事前のご予約は必要ありません。上履・筆記用具を忘れずにご持参ください。 

　本校の概要・特色や学校生活ビデオ上映、部活動やファッション
デザインコースの作品発表、11月からは平成22年度入試、出題の傾
向についてご説明いたします。説明会参加者には平成22年度入試願
書一式をお配りいたします。また、希望される方には、説明会終了
後施設見学を実施いたします。同時に個別相談会も実施いたします。 

　受験をお考えの方が対象です。合格の可能
性等について個別にご相談をお受けいたしま
す。また、コースの相談、受験方法のご相談
も承っております。 

学校説明会 
　　　　　　　　　　会場／本校体育館　各日9：30～ 

個別相談会  
　　会場／本校　各日9：00～15：00

10月24日（土）
11月  7日（土） 
11月28日（土） 
（上記は説明会終了後） 
12月  5日（土） 
12月12日（土） 
12月13日（日） 

12月19日（土） 
12月20日（日） 
12月23日（水） 
12月24日（木） 
12月25日（金） 
12月26日（土） 
12月27日（日） 

10月24日（土） 

11月  7日（土） 

11月28日（土） 

や
り
た
い
こ
と 

見
つ
け
て 

仲
間
が
支
え
に 

 

      

    

 
 
 
飯
塚
健
太
郎
　
 

（
滑
川
中
出
身
）
 

　
山
村
国
際
高
校
は
、
自
ら
成
長

す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
高
校
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
と
し
て
の
学
力
を
身
に
つ

け
つ
つ
、
自
ら
の
や
り
た
い
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
学
校
の
勉

強
に
平
行
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
担

任
の
先
生
は
高
校
の
勉
強
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
学
校
に
関
係
の
な

い
こ
と
に
ま
で
相
談
に
の
っ
て
く

れ
、
私
の
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
は
大
学
で
、
高
校
で
学
ん

だ
知
識
を
土
台
に
、
情
報
学
と
い

う
学
問
を
学
ん
で
い
ま
す
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
高
校
で
の
勉
強
も

と
て
も
大
切
で
す
。
高
校
の
勉
強

は
、
す
べ
て
の
学
問
の
入
り
口
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
教
養
に
な
り

ま
す
。
実
際
的
な
問
題
と
し
て
大

学
受
験
の
た
め
に
学
力
を
つ
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
山
村
国
際
で

の
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
無

理
な
く
高
い
学
力
を
つ
け
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
高
校
の
勉
強
+
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
と
い
う
二
本
柱
が
と
て
も

大
切
で
す
。
ど
ち
ら
も
疎
か
に
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も

高
校
で
、
何
か
ひ
と
つ
、
や
り
た

い
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
部
活
動
に
力
を
注
ぐ

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
高
校
生
活
は
実
り
多
い
も
の

と
な
り
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
山

村
国
際
高
校
は
、
自
分
を
伸
ば
し

て
い
こ
う
と
す
る
生
徒
に
最
適
な

高
校
だ
と
思
い
ま
す
。
 

（
埼
玉
大
学
工
学
部
合
格
）
 

   

安
田
　
瞳
　
　
 

（
大
東
中
出
身
） 

　
受
験
勉
強
を

し
て
い
る
と
、

勉
強
が
と
て
も

嫌
に
な
る
こ
と
や
、
自
分
が
志
望

校
に
合
格
で
き
な
い
の
で
は
と
不

安
に
な
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
誰

に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
時
に
ど
う
気
持
ち
を
立
て
直

す
か
、
受
験
の
先
輩
と
し
て
み
な

さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
た
と
え
ど
ん
な
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
も
睡
眠
は
き
ち
ん
と

と
る
こ
と
。
志
望
校
に
合
格
し
た

自
分
が
、
そ
こ
で
ど
ん
な
学
校
生

活
を
送
る
か
想
像
す
る
こ
と
。
そ

し
て
同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間
に

悩
み
を
相
談
し
た
り
、
自
分
の
夢

を
口
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
 

　
大
学
受
験
で
は
、
私
は
受
験
勉

強
が
本
当
に
嫌
で
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
る
時
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
難
関
大

学
に
合
格
す
る
と
い
う
目
標
を
共

に
す
る
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
仲
間

と
お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
仲
間
が
い
た
こ
と
が
、

私
の
大
き
な
支
え
で
し
た
。
 

　
受
験
は
決
し
て
楽
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
を
鍛
え
、

磨
く
に
は
最
高
の
機
会
で
す
。
今

頑
張
れ
ば
頑
張
っ
た
分
だ
け
素
晴

ら
し
い
生
活
が
み
な
さ
ん
を
待
っ

て
い
ま
す
よ
。
 

（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
合
格
）
 

卒
業
生
か
ら
の
 

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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